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昨
年
の
１１
・
６
総
行
動
で

は
小
淵
内
閣
へ
「
消
費
税

な
く
せ
」
な
ど
多
数
の
Ｆ

Ａ
Ｘ
が
お
く
ら
れ
た
。

１１１１
・・
１１７７
総総
行行
動動
にに
全全
組組
合合
員員
のの
参参
加加
をを

大
企
業
の
横
暴
と
自
自
公
の
悪
政
許
す
な
�

�
は
ね
返
そ
う
、
リ
ス

ト
ラ
・
賃
下
げ
攻
撃

雇
用
・
失
業
状
況
の
悪
化
で

政
府
は
二
千
億
円
の
「
緊
急
雇

用
交
付
金
」
の
配
分
（
愛
知
に

は
九
三
億
円
）
を
決
め
ま
し
た

が
、
一
方
で
「
国
際
競
争
力
強

化
」
を
理
由
に
国
会
で
「
産
業

再
生
法
」
を
通
過
さ
せ
、
大
企

業
の
い
っ
そ
う
の
リ
ス
ト
ラ
支

援
に
乗
り
出
し
て
い
ま
す
。
ま

た
秋
の
臨
時
国
会
で
は
中
小
企

業
へ
の
保
護
政
策
を
や
め
、
市

場
競
争
に
強
い
企
業
支
援
の
み

と
す
る
「
中
小
企
業
基
本
法
」

の
抜
本
改
悪
も
も
く
ろ
ん
で
い

ま
す
。
こ
の
ま
ま
で
は
雇
用
と

労
働
条
件
の
ま
す
ま
す
の
悪
化

は
避
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

問
題
は
民
間
だ
け
で
な
く
、

公
務
員
も
八
月
の
人
勧
（
�
史

上
初
の
マ
イ
ナ
ス
勧
告
）
や
自

治
体
財
政
の
悪
化
で
賃
下
げ
や

定
数
削
減
の
攻
撃
に
さ
ら
さ

れ
、
厳
し
い
確
定
闘
争
を
闘
っ

て
い
ま
す
。
こ
れ
が
補
助
金
カ

ッ
ト
な
ど
県
民
の
く
ら
し
・
福

祉
・
教
育
切
捨
て
の
地
な
ら
し

と
さ
れ
て
い
る
の
も
重
大
で
す
。

�
介
護
・
年
金
・
消
費
税
…

許
す
な
、
国
民
い
じ
め

十
月
か
ら
認
定
作
業
が
始
ま

っ
た
介
護
保
険
も
、
国
会
で
継

続
審
議
中
の
年
金
大
改
悪
も
み

ん
な
に
共
通
し
た
不
安
・
不
満

と
な
っ
て
い
ま
す
。
戦
争
法
の

具
体
化
、
日
の
丸
・
君
が
代
の

押
し
つ
け
、
自
自
公
三
党
の
党

利
党
略
に
よ
る
議
員
定
数
削

減
、
そ
し
て
ま
た
も
浮
上
の
消

費
税
増
税
（
自
自
公
三
党
の
福

祉
目
的
税
合
意
）
の
動
き
…
ど

れ
も
腹
の
立
つ
こ
と
ば
か
り
。

�
怒
り
を
結
集
し
世
論

を
変
え
る
総
行
動
を

「
ガ
ツ
ン
と
一
発
や
っ
て
や

り
た
い
」
と
い
う
の
は
多
く
の

労
働
者
・
国
民
の
思
い
で
す
。

公
務
員
の
賃
金
確
定
闘
争
や
民

間
の
一
時
金
闘
争
と
結
合
し
、

広
範
な
労
組
・
団
体
と
と
も
に

財
界
・
大
企
業
の
横
暴
や
自
自

公
連
立
政
権
の
悪
政
に
ノ
ー
の

声
を
上
げ
ま
し
ょ
う
。

十
一
月
十
七
日
は
、
�
大
規

模
な
宣
伝
・
署
名
、
�
集
会
・

デ
モ
な
ど
目
に
見
え
る
怒
り
の

共
同
行
動
、
�
銀
行
・
労
基
局

・
自
治
体
等
へ
の
要
請
行
動
の

三
つ
を
「
地
域
」
で
企
画
し
、

「
怒
り
を
結
集
し
、
世
論
を
変

え
る
総
行
動
」と
し
ま
し
ょ
う
。

愛 労 連

十
月
三
日
、
豊
橋
市
職
員
会

館
で
、
「
介
護
保
障
の
充
実
を

め
ざ
す
豊
橋
市
民
の
会
」
が
結

成
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
会
は
豊

橋
市
職
労
や
東
三
河
労
連
な
ど

が
準
備
を
進
め
て
き
た
も
の
。

準
備
会
で
は
、
こ
れ
ま
で
二

回
の
地
域
懇
談
会
と
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
を
開
い
て
市
民
に
参
加
を

呼
び
か
け
て
き
ま
し
た
。

地
域
懇
談
会
で
は
、
会
場
の

周
辺
地
域
に
ビ
ラ
を
ま
い
た

り
、
地
域
の
老
人
ク
ラ
ブ
や
民

生
委
員
、
地
区
総
代
な
ど
の
公

職
者
に
案
内
を
送
り
ま
し
た
。

参
加
者
か
ら
は
、
「
利
用
料
や

保
険
料
が
払
え
な
い
人
か
ら
苦

情
相
談
が
寄
せ
ら
れ
そ
う
だ

が
、
市
に
聞
い
て
も
わ
か
ら
な

い
」
、
「
今
、
ヘ
ル
パ
ー
さ
ん

に
来
て
も
ら
っ
て
い
る
が
、
引

き
続
い
て
来
て
も
ら
え
る
の

か
」
な
ど
、
た
く
さ
ん
の
質
問

や
不
安
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

※

結
成
総
会
で
は
、
介
護
保
険

・
介
護
保
障
の
豊
橋
の
現
状
説

明
が
お
こ
な
わ
れ
ま
し
た
。
デ

イ
サ
ー
ビ
ス
な
ど
の
介
護
基
盤

の
不
足
。
い
ま
サ
ー
ビ
ス
を
受

け
て
い
る
人
の
二
割
が
自
立

（
？
）
。
年
金
支
給
が
平
均
四

万
〜
五
万
円
で
、
保
険
料
や
利

用
料
を
払
う
の
は
高
齢
者
に
と

っ
て
た
い
へ
ん
負
担
。
自
立
対

象
へ
の
下
支
え
は
す
る
が
、
横

だ
し
・
上
乗
せ
は
し
な
い
。
な

ど
多
く
の
問
題
点
が
指
摘
さ
れ

ま
し
た
。

会
で
は
、
今
後
、
市
長
に
要

請
・
懇
談
を
し
な
が
ら
、
十
二

月
の
予
算
策
定
期
に
あ
わ
せ

て
、
市
民
の
四
分
の
一
に
当
た

る
一
〇
万
の
署
名
を
取
り
組
む

な
ど
、
市
民
と
も
に
介
護
保
障

の
充
実
に
む
け
、
大
き
な
運
動

に
し
て
い
く
こ
と
を
申
し
合
わ

せ
ま
し
た
。
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豊
橋
市
職
労
な
ど
が
市
民
と
共
同
で

�
介
護
保
障
市
民
の
会
�を
結
成

〈主な日程〉１１月

１０日 暮らしと雇用・平和・民主主義を守れ�
国民要求実現１１．１０大集会（１８：３０～
東京・明治公園）

１３日 愛労連結成１０周年記念行事
１７日 １１．１７愛知総行動

日
本
Ｎ
Ｃ
Ｒ
は
ア
メ
リ
カ
を

本
社
と
す
る
外
資
企
業
で
、
コ

ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
や
Ａ
Ｔ
Ｍ
（
現

金
自
動
支
払
機
）
、
レ
ジ
ス
タ

ー
な
ど
の
販
売
・
サ
ー
ビ
ス
を

お
こ
な
っ
て
い
る
会
社
で
す
。

会
社
は
六
月
二
十
五
日
、
会

社
の
保
守
・
サ
ー
ビ
ス
部
門
の

別
会
社
へ
の
「
転
籍
」
を
拒
否

し
て
い
る
全
国
で
六
九
名
の
組

合
員
に
、
１０
ケ
所
の
「
隔
離
部

屋
」
へ
の
配
転
命
令
を
出
し
ま

し
た
。

儲
か
っ
て
い
る

の
に
リ
ス
ト
ラ

い
ま
、大
企
業
で
は
会
社
の

不
採
算
部
門
を
丸
ご
と
仕
事
も

人
も
ア
ウ
ト
ソ
ー
シ
ン
グ（
業

務
の
委
託
化
）し
、従
業
員
を
出

向
・
転
籍
さ
せ
る
首
切
り
・
リ
ス

ト
ラ
が
横
行
し
て
い
ま
す
。

Ｎ
Ｃ
Ｒ
は
、
内
部
留
保
を
八

〇
〇
億
円
も
た
め
込
ん
で
い
る

に
も
関
わ
ら
ず
、
人
件
費
削
減

で
さ
ら
に
利
益
を
た
め
込
も
う

と
し
て
い
ま
す
。

会
社
は
四
五
歳
以
上
に
す
べ

て
「
転
籍
」
を
強
要
。
し
か

し
、
転
籍
を
す
れ
ば
退
職
金
を

含
め
て
、
二
〇
〇
〇
万
か
ら
三

〇
〇
〇
万
も
減
収
。
住
宅
ロ
ー

ン
や
子
ど
も
の
教
育
費
な
ど
、

出
費
が
か
さ
む
年
代
の
賃
金
ダ

ウ
ン
は
、
生
活
設
計
が
大
き
く

狂
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

働
く
誇
り
を
奪
う

隔
離
部
屋

東
海
地
区
で
は
四
日
市（
一

人
）と
名
古
屋（
三
人
）の
組
合

員
が「
隔
離
部
屋
」に
。

名
古
屋
営
業
所
の「
隔
離
部

屋
」に
い
る
柘
植
照
男
さ
ん（
原

告
団
長
、中
央
副
執
行
委
員
長
）

は
、「
自
習
と
い
う
名
の
も
と
に

仕
事
を
取
り
上
げ
、ひ
た
す
ら

机
に
向
か
っ
て
座
っ
て
い
ろ
と

い
う
の
は
拷
問
と
同
じ
。働
く

も
の
の
誇
り
を
奪
う
も
の
で

す
。会
社
は
、
他
の
社
員
に
断

れ
ば
『
こ
う
な
る
ぞ
』
と
い
う

見
せ
し
め
の
効
果
も
ね
ら
っ
て

い
ま
す
」
と
。

た
た
か
い
の

中
で
組
合
加
入

し
か
し
、
組
合
員
は
悲
観
的

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
長
年
会
社

の
た
め
に
骨
身
を
削
っ
て
働
い

て
き
た
の
に
、
企
業
の
身
勝
手

は
許
さ
な
い
�
と
転
籍
を
強
要

さ
れ
た
従
業
員
が
、
四
二
名
も

組
合
に
加
入
し
て
た
た
か
っ
て

い
ま
す
。「
会
社
は
、経
費
節
減

の
た
め
に
別
会
社
を
作
っ
た
の

に
、
結
局
辞
め
な
い
我
々
に
賃

金
を
払
い
続
け
て
い
る
。
私
た

ち
の
た
た
か
い
は
会
社
を
追
い

込
ん
で
い
る
」
と
柘
植
さ
ん
。

い
ま
、
「
配
転
命
令
は
違

法
」
と
東
京
地
裁
へ
提
訴
し

て
、
新
た
な
た
た
か
い
が
始
ま

っ
て
い
ま
す
。

明
る
く
言
い
放
つ
柘
植
さ
ん

に
働
く
も
の
の
不
屈
の
魂
が
み

え
ま
し
た
。

大
企
業
の
リ
ス
ト
ラ
・
人
減

ら
し
、
中
小
企
業
の
倒
産
な
ど

深
刻
な
雇
用
情
勢
が
続
く
中
、

愛
労
連
は
県
知
事
に「
雇
用
・

失
業
に
関
す
る
要
望
書
」を
提

出
し
ま
し
た
。

内
容
は
、大
企
業
の
リ
ス
ト

ラ
計
画
は
自
粛
す
る
よ
う
要
請

す
る
こ
と
。雇
用
拡
大
の
た
め
、

労
働
時
間
の
短
縮
、サ
ー
ビ
ス

残
業
の
根
絶
な
ど
企
業
に
具
体

的
な
対
策
の
計
画
を
求
め
る
こ

と
。介
護
・
医
療
の
充
実
に
向
け

ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
や
施
設
職
員

な
ど
公
的
職
場
で
の
雇
用
創
出

を
は
か
る
こ
と
な
ど
、
十
二
項

目
に
及
ぶ
も
の
。
十
月
二
五
日

に
県
交
渉
を
お
こ
な
い
ま
す
。

愛労連

１０
月
２５
日
に
県
交
渉
の
予
定

第７８号

雇雇
用用
・・
失失
業業
問問
題題
でで
申申
しし
入入
れれ

大
企
業
を
中
心
に
中
高
年
の
リ
ス
ト
ラ
が
横
行
し
て
い
ま
す
。
日
本
Ｎ
Ｃ
Ｒ

で
は
別
会
社
へ
の
転
籍
を
拒
否
し
た
従
業
員
を
、
「
隔
離
部
屋
」
に
押
し
込

め
、
仕
事
を
取
り
上
げ
る
攻
撃
が
か
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
会
社
の
身
勝
手
な
リ

ス
ト
ラ
に
は
従
え
な
い
と
、
Ｊ
Ｍ
Ｕ
Ｉ
・
Ｎ
Ｃ
Ｒ
支
部
の
仲
間
が
立
ち
上
が
っ

て
い
ま
す
。
「
隔
離
部
屋
」
に
い
る
名
古
屋
分
会
の
柘
植
照
男
さ
ん
に
お
話
を

聞
き
ま
し
た
。

名名
古古
屋屋
でで
はは
３３
人人
がが
隔隔
離離
部部
屋屋
にに

Ｊ
Ｍ
Ｉ
Ｕ

Ｎ
Ｃ
Ｒ
支
部

６９
人
が
転
籍（
リ
ス
ト
ラ
）を
拒
否
	



「住友電設・鈴木龍雄さん」の過労死裁判は９月１３日、名古屋地
裁で「喘息死を過労死」と認めた画期的な判決がだされました。
提訴から五年。一宮地区労連は「支援する会」を結成し、全面的

にバックアップしてきました。

一一宮宮
地地区区労労連連

１９９９年１０月１０日

支支援援がが実実っったた

原
告
・
鈴
木
美
保
さ
ん
の
話

夫
の
死
が
「
過
労
死
で
は
な

く
私
病
だ
」
と
ど
う
し
て
も
納

得
で
き
な
く
て
過
労
死
一
一
〇

番
に
相
談
し
ま
し
た
。
は
じ
め

は
弁
護
士
と
の
二
人
三
脚
だ
っ

た
の
が
、
一
宮
労
連
の
方
々
と

「
支
援
す
る
会
」
を
結
成
し
て

か
ら
、
運
動
の
質
が
変
わ
り
ま

し
た
。
行
動
や
訴
え
な
ど
、
経

験
し
た
こ
と
が
な
い
こ
と
が
重

な
り
、
不
安
に
思
う
こ
と
も
あ

り
ま
し
た
。
で
も
そ
の
中
で
、

信
頼
で
き
る
仲
間
、
支
え
て
も

ら
え
る
仲
間
が
で
き
て
本
当
に

良
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

私
の
人
生
を
変
え
て
し
ま
っ

た
会
社
に
非
を
認
め
さ
せ
る
よ

う
、
高
裁
に
向
け
て
も
う
一
が

ん
ば
り
し
ま
す
。

太太田田真真希希 へへ

裁判所前での集会

愛 労 連

建
設
一
般
愛
知
県
本
部
と
全

動
労
愛
知
支
部
そ
し
て
運
輸
一

般
愛
知
地
本
は
、
四
年
間
の
準

備
期
間
を
経
て
、
新
し
い
労
働

組
合
「
全
日
本
建
設
交
運
一
般

労
働
組
合
愛
知
県
本
部
」
（
略

称
：
建
交
労
愛
知
県
本
部
）
を

結
成
し
ま
し
た
。

結
成
大
会
は
、
十
月
三
日

（
日
）
午
後
一
時
よ
り
、
愛
知

県
勤
労
会
館
に
て
開
催
。
一
三

〇
名
余
の
役
員
・
代
議
員
・
オ

ブ
ザ
ー
バ
ー
の
出
席
の
も
と
、

新
組
合
の
綱
領
・
規
約
、
運
動

方
針
、
財
政
方
針
を
討
議
・
採

択
し
ま
し
た
。

運
動
方
向
と
し
て
、
政
府
・

財
界
の
「
二
一
世
紀
戦
略
」
が

具
体
的
に
進
行
す
る
下
で
、
�

要
求
実
現
の
組
織
的
力
量
を
よ

り
強
化
す
る
、
�
愛
労
連
を
支

え
る
民
間
単
産
の
建
設
を
す
す

め
る
。
こ
の
た
め
に
、
闘
争
力

と
政
策
力
を
引
き
上
げ
、
名
実

と
も
に
産
業
と
地
域
に
基
盤
を

持
つ
労
働
組
合
の
発
展
を
め
ざ

す
こ
と
を
確
認
。
三
単
産
の
委

員
長
が
「
合
意
協
定
書
」
に
署

名
・
捺
印
、
固
い
握
手
を
交
わ

し
て
「
建
交
労
愛
知
県
本
部
」

が
誕
生
し
ま
し
た
。

初
代
委
員
長
は
、
堀
川
侑
男

さ
ん
、
書
記
長
は
谷
藤
賢
治
さ

ん
（
共
に
運
輸
一
般
出
身
）
。

建
設
一
般
・
運
輸
一
般
・
全
動
労
の
三
組
合
が
統
合

鈴鈴
木木
龍龍
雄雄
ささ
んん
過過
労労
死死
裁裁
判判
勝勝
訴訴

一
宮
地
区
労
連
は
、
五

年
前
に
、
労
働
組
合
や
民

主
団
体
・
個
人
も
含
め
て

「
鈴
木
龍
雄
さ
ん
の
『
過

労
死
裁
判
』
を
支
援
す
る

会
」
を
結
成
し
、
た
た
か

っ
て
き
ま
し
た
。

裁
判
傍
聴
は
毎
回
欠
か

さ
ず
、
地
裁
や
労
働
保
険

審
査
会
へ
の
署
名
・
ハ
ガ

キ
な
ど
、
全
国
の
労
働
組

合
や
民
主
団
体
、
「
過
労

死
家
族
の
会
」
の
協
力
を

え
て
、
二
万
の
署
名
、
千

の
団
体
署
名
な
ど
、
こ
の
間
運

動
を
大
き
く
広
げ
て
き
ま
し

た
。
住
友
電
設
の
本
社
が
あ
る

大
阪
へ
も
、
大
阪
労
連
の
力
を

借
り
て
要
請
に
行
き
ま
し
た
。

今
年
は
結
審
を
控
え
、
三
の
丸

で
毎
月
一
回
の
宣
伝
行
動
も
お

こ
な
っ
て
き
ま
し
た
。

一
宮
地
区
労
連
の
副
議
長
で

「
支
援
す
る
会
」
の
代
表
・
八

橋
昭
郎
さ
ん
は
、
「
全
国
の
皆

さ
ん
の
支
援
に
感
謝
す
る
。
経

験
の
な
い
裁
判
闘
争
で
手
探
り

の
運
動
だ
っ
た
が
、
こ
ん
な
小

さ
な
地
域
労
連
で
よ
く
た
た
か

っ
て
こ
れ
た
」
と
感
慨
深
げ
。

地
区
労
連
は
こ
の
た
た
か
い

で
た
く
さ
ん
の
こ
と
を
学
び
ま

し
た
。
労
働
安
全
衛
生
を
勉
強

し
て
職
場
で
の
た
た
か
い
を
強

化
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
毎

年
、
「
健
康
大
学
」
を
開
い
て

き
ま
し
た
。
団
体
生
命
保
険
で

は
、
労
働
者
が
死
ん
で
も
搾
り

取
る
企
業
の
非
道
さ
に
怒
り
が

込
み
上
げ
、
こ
ん
な
こ
と
は
許

す
ま
い
と
職
場
で
の
点
検
運
動

も
広
げ
て
き
ま
し
た
。

「
控
訴
し
な
い
で
�
」
の
遺

族
の
訴
え
や
世
論
に
逆
ら
っ

て
、監
督
署
は
控
訴
し
ま
し
た
。

裁
判
は
名
古
屋
高
裁
で
再
び
争

わ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

「
た
た
か
い
は
さ
ら
に
厳
し

く
な
る
が
、
敗
け
る
わ
け
に
は

い
か
な
い
。
高
裁
で
必
ず
決
着

を
つ
け
る
」

地
区
労
連
と
「
守
る
会
」
で

は
、
さ
ら
に
た
た
か
い
を
広
げ

る
決
意
を
し
て
い
ま
す
。

建建
公公
労労
がが
結結
成成
大大
会会

私たちが推薦する 第第３３５５期期 労働者委員

１１月１３日（土）１４時開演
名古屋・中区役所ホール

全
港
湾
名
古
屋
支
部

書
記
長

組
合
員
の
相
談
事
に
は
親

身
に
の
り
、
新
規
加
入
分
会

に
な
く
て
は
な
ら
な
い
人
。

伊
勢
湾
陸
運
争
議
で
は
不
当

な
組
合
員
差
別
に
真
っ
向
か

ら
立
ち
向
か
っ
て
地
労
委
闘

争
を
リ
ー
ド
。
労
災
防
止
指

導
員
と
し
て
港
の
労
働
者
の

命
と
健
康
を
守
る
先
頭
に
。

田
中

洋
行

第７８号

使
用
者
に
よ
る
不
当
な
首
切

り
や
差
別
・
団
交
拒
否
な
ど
か

ら
労
働
者
を
守
り
、
団
結
権
を

は
じ
め
と
す
る
働
く
者
の
権
利

救
済
に
大
き
な
役
割
を
果
た
す

愛
知
地
労
委
の
第
三
五
期
労
働

者
委
員
の
改
選
が
十
二
月
一
日

に
迫
り
ま
し
た
。

知
事
は
地
裁
判
決
を

受
け
と
め
よ
�

一
九
八
九
年
の
労
働
戦
線
の

再
編
に
伴
い
、
そ
れ
ま
で
労
働

三
団
体
か
ら
系
統
別
に
選
任
さ

れ
て
い
た
労
働
者
委
員
が
、
再

編
後
の
改
選
で
七
名
全
員
が

「
連
合
愛
知
」
に
独
占
さ
れ
ま

し
た
。
愛
労
連
と
地
労
委
民
主

化
会
議
は
知
事
と
愛
知
県
を
相

手
に
非
連
合
を
排
除
す
る
差
別

行
政
だ
と
し
て
裁
判
に
訴
え
て

き
ま
し
た
が
、
五
・
一
二
名
地

裁
判
決
で
は
問
題
点
を
認
め
、

「
今
後
は
よ
り
多
く
の
労
働
者

が
支
持
で
き
る
多
様
な
委
員
構

成
を
」
と
の
画
期
的
な
勧
告
が

出
さ
れ
ま
し
た
。

地
労
委
民
主
化
会
議
は
、
知

事
と
県
に
こ
の
裁
判
所
の
勧
告

に
従
い
、「
連
合
独
占
を
や
め
、

公
正
な
委
員
の
選
任
を
」と
要

請
を
お
こ
な
い
、
三
五
期
労
働

者
委
員
に
二
人
を
推
薦
し
、
県

に
任
命
を
迫
っ
て
い
ま
す
。

一
〇
万
署
名
を
集
め

県
に
迫
ろ
う
�

二
候
補
の
任
命
を
勝
ち
取
る

た
め
、
団
体
二
千
、
個
人
一
〇

万
の
署
名
を
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
職
場
か
ら
の
推
薦
決
議
と

あ
わ
せ
て
、
全
力
で
取
り
組
み

ま
し
ょ
う
。

愛
労
連
は
今
年
の
十
一
月
十
七
日
で

結
成
か
ら
十
年
目
を
迎
え
ま
す
。

十
周
年
記
念
事
業
と
し
て
�
十
年
史

の
発
行
、
�
ベ
ト
ナ
ム
国
際
交
流
と
沖

縄
平
和
ツ
ア
ー
、
�
コ
ン
サ
ー
ト
、レ

セ
プ
シ
ョ
ン
を
お
こ
な
い
ま
す
。

フ
ォ
ル
ク
ロ
ー
レ
�
ア
ン
サ
ン
ブ
ル

・
ケ
ー
ナ
�
を
経
て
、
一
九
八
四
年
に

ソ
ロ
シ
ン
ガ
ー
と
な
っ
た
太
田
真
希
さ

ん
と
、
セ
ン
ト
ラ
ル
愛
知
交
響
楽
団
員

を
中
心
に
し
た
「
歌
心
の
あ
る
演
奏
」

と
い
う
意
味
を
も
つ
リ
ー
ト
弦
楽
四
重

奏
団
の
ジ
ョ
イ
ン
ト
コ
ン
サ
ー
ト
は
、

た
く
さ
ん
の
組
合
員
・
家
族
の
み
な
さ

ん
と
心
を
つ
な
ぎ
、
明
日
へ
の
フ
ァ
イ

ト
を
プ
レ
ゼ
ン
と
し
た
い
。
そ
ん
な
思

い
で
企
画
し
ま
し
た
。

〈
太
田
真
希
〉

百
万
本
の
バ
ラ
／
鳥
の
歌
／
花
祭
り

／
コ
ン
ド
ル
は
飛
ん
で
行
く
を
は
じ

め
、
四
季
折
々
の
歌
メ
ド
レ
ー
や
核
兵

器
は
い
ら
な
い
の
思
い
を
込
め
た
風

花
、
沖
縄
へ
の
連
帯
を
謳
う
島
の
心
ひ

と
つ
に
、
な
ど
二
十
曲
余
。

〈
リ
ー
ト
弦
楽
四
重
奏
団
〉

シ
ュ
ト
ラ
ウ
ス
の
オ
ペ
レ
ッ
タ
「
こ

う
も
り
／
ヴ
ィ
ヴ
ァ
ル
デ
ィ
の
「
春
」

を
は
じ
め
小
品
を
含
め
十
曲
余
。

整
理
券
は
、
各
単
産
・
地
域
労
連
に

あ
り
ま
す
。
そ
ろ
っ
て
お
楽
し
み
く
だ

さ
い
。

１１２２月月１１日日
改改 選選

――
記記
念念
行行
事事
――

愛
労
連
議
長

（２）

阿
部

精
六
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愛愛
労労
連連
結結
成成
１１００
周周
年年

全
国
一
般
・
石
川
合
板
労

組
の
副
委
員
長
、
委
員
長
を

歴
任
。
愛
知
統
一
労
組
懇
の

専
従
と
し
て
愛
労
連
の
結
成

に
力
を
尽
く
し
、
結
成
後
は

事
務
局
長
。
二
年
前
か
ら
議

長
。
骨
身
を
惜
し
ま
な
い
献

身
的
活
動
で
、
多
く
の
争
議

を
解
決
し
て
き
た
人
。

22
候候
補補

ココンン
ササーートト


